特定非営利活動法人ろばと野草の会２０２０年度事業報告書
1. 事業の成果
２０２０年度は、新型コロナウィルスの蔓延という緊急の事態に対応しつつ、「新しいろばと野草の会」へ向け、その一歩を踏み出す種々の取り組みも同時に進めたいと考えていました。しかしながら、予想を超えるその感染力に、イベントや会議の中止、縮小を余儀なくされ、日々の支援に追われ、新しい取り組みへ十分力を注ぐことができませんでした。
新型コロナウィルスへの対応に関しましては、残念ながら利用者に感染者が出てしまいましたが、クラスターを発生させることもなく、その感染を最小限にとどめることができ、なんとか各事業所は支援活動を継続することができました。
このように非常に厳しい運営を強いられたこの1年でしたが、活動状況は次のとおりです。
　◇新型コロナウィルスへの対応状況につきましては、一時的な事業所閉鎖（一部の事業所）、食事提供の中止など支援活動の一部を縮小したものの、感染防止対策（事業所内の消毒の徹底、アクリル板の設置など）の徹底を図り、支援活動を継続しました。
　　会議につきましては、多数の人が集まることを避けるため、参加人数を限定しての総会、書面表決、リモート会議などの様々な形態で皆様のご意見をいただき、会の運営に役立ててきました。
　◇様々な経験を重ね、広い視野で支援にあたることができるよう常勤職員の定期人事異動を当会として初めて実施しました（実際の辞令交付日は２０２１年４月１日）。加えて同様の趣旨で前年度から実施している法人内他事業所での業務を体験する人事交流も引き続き行いました。
　◇新たな取り組みがあまりできなかった１年ですが、サテライト型住居事業を２０２１年２月にスタートさせることができました。この事業はグループホームの居住者の方が、近い将来一人で生活できるようグループホームの支援を受けながら、一人で生活してみるというもので、次年度以降この事業の定着を図っていきます。
　◇同一労働同一賃金問題について検討を重ね、個人の条件に応じた柔軟な働き方ができるよう短時間勤務職員（常勤職員）の制度を設け、２０２１年度に導入する準備を進めました。また、非常勤職員については、２０２１年度から特別休暇の付与などの待遇改善を図ることとしました。
◇昨年度まで実施してきた法人全体研修も中止せざるを得ませんでしたが、情報を共有し、支援活動に役立てるため事業所内職員会議を定期的に実施するようにしました。
以上申し上げました通り、この１年は、新型コロナウィルスの感染防止に追われ、新たな取り組みが十分にできませんでしたが、チャレンジ精神を失わず、コロナ禍における支援の継続に万全を期するとともに、将来を見据えた新たな課題にも積極的に取り組んでいきたいと考えています。
2. 障がい福祉サービス事業
地域で生活する精神障がい者をサポートするため、その拠点として就労継続支援B型事業所を運営している。
(1) 就労継続支援B型事業所　はだしの邑
住所　横浜市中区本郷町1-2　小倉ビル2F　　
(2)就労継続支援B型事業所　ろばの家（２０１９年５月までは地域活動支援センター）
　 住所　横浜市中区松影町3-11-2　三和物産ビル3F
(3)就労継続支援B型事業所　百合の樹
　 住所　横浜市中区長者町4-10-1　パルム長者町201
3. 精神障がい者地域生活支援事業
A．地域で精神障がいを持ちながら安心して生活を送れるようにサポートするため、グループホームを運営しました。
(1) 精神障がい者グループホーム　ベイサイド西之谷
住所　横浜市中区西之谷町
(2) 精神障がい者グループホーム　GH見晴
住所　横浜市中区北方町
（3）精神障がい者グループホーム　ケアホームこもれび
住所　横浜市南区東蒔田
B. 障がい者の居場所として、たまり場の運営を支援しました。
(1)ろばと野草カフェ
新型コロナウィルス感染防止のため、開催を中止しました。
(2)当事者活動支援　
　 毎年開催していた合同新年会は、新型コロナウィルス感染防止のため、開催を中止しました。
C. ろばと野草の会メンバーの生活支援をしました。
 (1) 電話相談「きらく電話」を運営しました。
実施日時：毎週日曜日15時から18時まで、電話045-902-8029
(2) 合同追悼会
新型コロナウィルス感染防止のため、開催を中止しました。

4. 精神保健福祉に関する普及啓発事業
(1) 広報活動
当会の活動への理解と精神保健福祉の情報提供のため、会報を発行しました。
会報「ろばと野草」（年３回発行）
また、当会および各事業所を紹介するホームページを運営しました。
URL　https://robatoyasou.com
5. 精神障がい者の社会参加に関する事業（地域交流事業）
地域や関係諸団体との交流を深めるため、次の事業を開催しました。
(1) べてるの家のビデオを見る会を開催しました。
横浜市不老町地域ケアプラザ ボランティアルーム
(2) 横浜市中区生活支援センターとの共催で、当事者研究を開催しました。
（毎月第３土曜日　於みはらしポンテ地域交流室）
6.　会議
当会の円滑な運営と組織強化を図り、以下の会議を開催しました。
(1)  総会（開催日：６月２３日、場所：法人本部事務局：金岡ビル３０１）
(2)  理事会（開催日：５月書面理事会、９月２５日、１１月２０日、３月書面理事会）
(3)  常務理事会（開催日：７月８日、８月５日、９月７日、１０月９日、１１月９日
　　　　　　　　　　　　１２月１４日（リモート）、1月18日（リモート）２月１６日（リ　　　　モート）３月１６日（リモート）
(4)  事務局会（開催日：７月３１日、８月２８日、１０月２３日、１０月２９日、
３月２６日）
(5)  施設業務連絡会（開催日：７月１５日、９月１６日、１１月１８日、３月１７日）
(6)  グループホーム部会（開催日：６月３日、７月２０日、８月２０日、９月１４日、
　　　　　　　　　　　　 　　 　１０月２６日、１０月３０日、１月７日、
　　　　　　　２月８日（リモート）、３月９日
(7)  広報事業部（会報３回発行、編集会議：年１回）
(8)  研修事業部
(9)  地域交流事業部
(10)生活支援事業部
7.　関係諸機関との連携を図りました。
(1)  NPO法人横浜市精神障害者地域生活支援連合会（市精連）
(2)  社会福祉法人みはらし
(3)  NPO法人横浜市精神障がい者就労支援事業会（横浜SSJ）
(4)  中区障害者団体連絡会
(5)  ことぶきゆめ会議
(6)  中区障害者自立支援協議会
(7)  南区地域自立支援協議会
(8)  グリーンジョブサポート（就労支援共同事業体）
(9)  わーくる（よこはま障害者共同受注総合センター）
(10) 中区生活支援センター
(11) 寿地区作業所等交流会
